
●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　（一社）田原青年会議所には、「未来の田原創造室」があります。田原のまちをよくしたい
という思いで取り組んだ、2つの企画をご紹介します。

●田原有松弾丸ツアー！～この日だけのスペシャル企画！！～ 
　４月２３日（日）、「田原有松弾丸ツアー！～この日だけの
スペシャル企画！！～」を開催しました。このツアーは市内
の高校生に、前向きにチャレンジすることの重要性を理
解してもらいたいと思い、企画しました。
　国の伝統工芸品にも指定されている有松絞りで、ま
ちおこしをした有松高校生まちおこしプロジェクトのメ
ンバーを講師に迎え、高校生が自らまちづくりに携わっ
た経験を講演してもらいました。有松絞りの体験、旧東
海道宿場町としての面影が残る有松の街並みを散策し
た後に、田原の魅力や変わってほしいことなど地域政策
を議論するグループワークを行いました。その後、活動
の成果を市長、市議会議長に報告しました。今回のツ
アーでは、高校生が主体となりまちおこしをした話を聞
き、自分たちのまちでも同じようなことができるのでは
ないかと自ら意見を出し合い、積極的に議論する姿が
見られました。高校生の皆さんが、これからも前向きに
チャレンジしていってくれることを願います。

●ＪＣバスで行く！田原の魅力体験ツアー！～輪菊生産の場を見に行こう～
　6月25日（日）、「ＪＣバスで行く！田原の魅力体験ツアー！」を開催しまし
た。このツアーは、全国出荷数量第1位を誇る輪菊の魅力と、生産者の皆さ
んの思いに触れることで、私たちの住む田原市の素晴らしさを再認識して
もらいたいと考え計画しました。
　生産者の方から菊生産について説明を聞いた後、温室での芽かきと菊
刈り体験、出荷場での出荷体験、菊を使ったフラワーアレンジ体験など、普
段できない体験をしました。参加者の皆さんからは、「楽しかった」「勉強に
なった」と感想が聞かれ、協力してくれた生産者さんは、いい経験になった
と話してくれました。参加者の皆さんと生産者の皆さんの笑顔がとても印
象に残るツアーとなりました。このツアーで、田原の輪菊の魅力を再認識し
ていただけたのではないでしょうか。
　今後も田原青年会議所では、田原市の魅力を多くの方に知ってもらえる
ような企画や、田原市をよりよいまちにするための取り組み・人材育成など
に取り組んでいきますので、ぜひご参加ください。

大好きな田原をもっとよくしたい！

▲サーフィンを楽しむ参加者
▲有松の街並みを散策
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▲完成したサンドアートと金田さんと記念撮影

（一社）
田原青年会議所

☎23‐2740

［投稿者］

▲グループワークの結果を発表

▲出荷場での出荷体験

▲参加者との記念撮影

　7月16日（日）、伊良湖ロコポイントで、たはらサンドアート
フェスティバルが行われました。このイベントは、「障がいがあ
る子どもたちが海辺で遊び、みんな一緒に笑っていたい。」とい
う思いから生まれました。私も、ボランティアとして参加してき
ました。
　田原市ふるさと大使でもあり、お笑い芸人の金田哲さんも
参加し、彫刻家である保坂俊彦さんを特別講師としてサンド
アート教室が行われました。障がいがある子どもたちに、サンド
アートを通して、グループで行動することの大切さやみんなで
一つのことを成し遂げる達成感を体感してもらいました。自然
や人との触れ合いが、子どもたちによい影響を与えるととも
に、家族同士のつながりの場にもなっていました。
　一緒に開催された田原市出身のプロサーファー杉原康幸さ
んと鈴木マリーンさんによるサーフィン教室では、子どもたち
がサーフィンを楽しむ姿が見られました。
　障がいがある子もない子も、みんなが海で楽しく過ごせるイ
ベントがこれからも開催されることを期待しています。

広報サポーター
近藤洋介たはらサンドアートフェスティバル初開催！
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